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R2年度より健康経営に取り組み、毎年アンケート調査を実施してきました。

その結果、アブセンティーイズムとプレゼンティーイズムの数値は、昨年同様、概ね横ばいで推移しています。

※R2年度は回答者数が少ないため、分析対象から除外しています。

全体的な数値改善に至っていない要因として、①運動習慣不足、②睡眠不足、③喫煙習慣といった生活習慣上のリスクが見受けられ、

加えて、従業員の高齢化や季節要因による課題も影響しているものと考えております。

これらを踏まえ、今後も数値改善に向けて必要な施策を検討し、継続的に実施してまいります。

◆アブセンティーイズムとは
心身の不調によって会社を休む状態

◆プレゼンティーイズムとは
心身の不調によって、業務効率が低下している状態
心身の健康問題を抱えながら仕事を行っている状態

年間一人当たりの病気による平均欠勤日数
※数値が大きい方が悪い状態を表す

過去4週間の病気やケガによる労働生産性の低下率
※0％に近い方が良い状態を表す

R2年度より健康経営に取り組み、毎年アンケート調査を実施してきました。

その結果、アブセンティーイズムとプレゼンティーイズムの数値は、昨年同様、概ね横ばいで推移しています。

※R2年度は回答者数が少ないため、分析対象から除外しています。

健康経営の継続的な取り組みにより、一定の成果は確認されつつあるものの、従業員の高齢化や季節要因による課題も依然として存在し、

全体的な数値改善には至っていない状況です。

今後は、数値改善を図るため、必要な施策を検討・実施してまいります。



R8年度のアンケート結果より

「生活習慣に気を付けている」
が増加し
「不健康行動の習慣がある」
が減少したことにより
改善の傾向が見られました。

一方で、従業員の健康意識・行動に

関しては、

適正飲酒の分野においては改善が

見受けられましたが、

他の項目では改善の余地があり、

気を付けているつもりでも

生活習慣を変えるまでは至っておらず、

意識を行動に繋げることが課題となって

おります。
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